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財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　の数倍の額の融資を創出して下記目的を達成し、もって地域経済の活性化を図る。
　　・民間金融機関の融資を補完し、経営基盤の弱い中小企業の資金繰りを支援する。

【補正理由】

　業の返済に関わらず毎年度市に返還されるため、預託方式は安全な運用方法といえる。
　　金融機関に対する資金預託によって融資利率を抑えることができ、また、預託金は企
②　事業効果
　　・災害、経済情勢の変化、取引先倒産など、突発的・広域的な局面に対応する。
　　・企業の集団化、業種転換、設備の近代化など、市内産業構造の転換を誘導する。
　　・新規開業や新技術・新商品の開発等の新しい動きを支援する。　

　　鳥取県及び金融機関と協調した制度融資を運用することにより、本市が調達した原資
①　事業全体概要

　　平成18年度預託見込総額(A+B)　4,170,851千円
　　継続分預託実績額　2,891,821千円…(B)
　　　　うち平成18年８月１日以降預託見込額　862,008千円
　　　　うち平成18年７月31日現在預託実績額　417,022千円
　　新規分預託見込額　1,279,030千円…(A)
【平成18年度計画】
　　今後の融資見込みを勘案して、当初予算で確保できなかった額を補正要求するもの。

　財源内訳の積算基礎
　　財源は、商工業振興資金貸付金元利収入。

　　　　(B)-(A)=△450,000千円

　　・８月１日以降支出見込額　862,008千円…(A)
　　・７月31日現在予算残額　　412,008千円…(B)
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